
北
海
道
初
、
石
川
県
初
の
女
性

組
合
長
の
誕
生

　

二
〇
二
三
年
春
、
北
海
道
お
よ
び

石
川
県
で
初
め
て
の
女
性
組
合
長
が

誕
生
し
ま
し
た
。
全
国
を
み
て
も
女

性
役
員
が
少
な
い
な
か
で
、
ト
ッ
プ

で
あ
る
組
合
長
に
女
性
が
二
名
も
就

任
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
女
性
組
合
長
の
誕
生

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、
全
国
に
五
三

七
あ
る
Ｊ
Ａ
の
な
か
で
、
女
性
組
合

長
が
わ
ず
か
数
名
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
現
状
に
、
女
性
活
躍
推
進
に
関
す

る
民
間
企
業
と
の
乖
離
を
感
じ
た
の

も
事
実
で
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
が
目
指
す

も
の

　

国
の
政
策
を
み
て
も
、
こ
れ
ま
で

労
働
市
場
で
活
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
女
性
の
活
躍
を
促
そ
う
と
「
女
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
女
性
活

躍
推
進
法
」
と
い
う
）
が
二
〇
一
五

年
に
成
立
し
、
二
〇
一
六
年
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
（
そ
の
後
二
〇
一
九
年
、

二
〇
二
二
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
が
三
〇
一
人
以
上
（
二
〇
一
九

年
の
改
正
に
よ
り
一
〇
一
人
以
上
）

の
事
業
主
は
、
一
般
事
業
主
行
動
計

画
の
策
定
・
届
出
お
よ
び
情
報
公
開

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
女
性
活
躍
推
進
は
、
女
性
の

た
め
の
取
組
み
と
勘
違
い
さ
れ
や
す

い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
女
性
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

で
、
組
織
の
中
に
は
多
く
の
女
性
が

い
る
の
に
な
ぜ
か
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
少
数
派
）
に
な
っ
て
い
る
現
状
に

疑
問
を
も
ち
、
女
性
を
押
さ
え
つ
け

て
い
る
〝
何
か
〟
を
取
り
除
く
こ
と

で
、
男
性
も
女
性
も
平
等
・
公
平
に

働
け
る
組
織
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
女
性
活
躍
推
進
に
取

り
組
め
ば
、
結
果
と
し
て
女
性
の
み

な
ら
ず
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

様
々
な
環
境
変
化
の
な
か
で
、
従

業
員
の
働
き
が
い
や
働
き
や
す
さ
の

向
上
を
目
指
す
多
く
の
民
間
企
業
で

は
、
こ
れ
ま
で
労
働
市
場
で
活
か
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
女
性
の
活
躍
を
促

そ
う
と
、
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
み

が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

特
集
特
集

Ｊ
Ａ
の

Ｊ
Ａ
の
女
性
活
躍
推
進

女
性
活
躍
推
進

①
Ｊ
Ａ
の
女
性
活
躍
推
進
の
現
状
と
課
題

①
Ｊ
Ａ
の
女
性
活
躍
推
進
の
現
状
と
課
題

有限責任監査法人トーマツ
ＪＡ支援事業ユニット
マネジャー　重村 吏香

ＪＡグループを対象に、人事
制度設計・導入支援、人材変
革支援などのコンサルティン
グサービスを提供。キャリア
教育をベースに、スキルとマ
インドの両面からの成長を支
援。

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
成
果
と
課
題
が
み
え
て
き
た
と
こ
ろ
、
そ

の
意
義
や
重
要
性
を
的
確
に
捉
え
て
具
現
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
女
性

活
躍
推
進
の
現
状
を
認
識
し
、
女
性
職
員
の
さ
ら
な
る
成
長
を
導
く
た
め
の
手
法
を
紹
介
す
る
。

5 特集　さらなる成長につなげる　ＪＡの女性活躍推進'23/8月号_No.639 4特集　さらなる成長につなげる　ＪＡの女性活躍推進 '23/8月号_No.639



　

女
性
活
躍
推
進
は
、
女
性
に
今
以

上
に
働
い
て
も
ら
い
、
管
理
職
へ
の

昇
格
を
目
指
し
て
も
ら
う
と
い
う

〝
女
性
だ
け
が
頑
張
る
も
の
〟
と
い

う
認
識
で
は
う
ま
く
進
ん
で
い
き
ま

せ
ん
。
女
性
活
躍
推
進
に
は
女
性
本

人
だ
け
で
な
く
周
り
の
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

役
員
、
管
理
職
、
女
性
自
身
そ
れ
ぞ

れ
が
意
識
を
変
え
、
行
動
を
起
こ
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
役
員
、
管
理
職
、
女
性

自
身
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
改
善
に
必

要
な
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
な
い
役
員

　

女
性
管
理
職
比
率
が
低
い
Ｊ
Ａ
の

役
員
に
、
女
性
職
員
の
教
育
・
育
成

に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
と
、「
女
性

活
躍
推
進
と
い
っ
て
も
女
性
職
員
自

身
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
の
で
、

コ
ス
ト
を
か
け
て
教
育
を
し
て
も
無

駄
で
あ
る
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て

き
ま
す
。

　

役
員
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の

は
、「
女
性
活
躍
推
進
に
取
り
組
ん

で
も
経
営
上
の
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
事
業
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
」
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
確
か
に

事
業
目
標
の
達
成
は
今
年
度
の
利
益

を
得
る
た
め
に
は
必
要
で
す
。
し
か

し
、
な
ぜ
民
間
企
業
が
女
性
活
躍
推

進
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

と
い
え
ば
、
そ
こ
に
は
短
期
的
な
利

益
だ
け
で
は
な
い
女
性
活
躍
推
進
か

ら
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら

で
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
経
営
上
の

メ
リ
ッ
ト

⑴　

企
業
業
績
向
上

　

女
性
が
活
躍
し
て
い
る
企
業
で

は
、
次
の
よ
う
な
調
査
結
果
が
出
て

い
ま
す
（
注
１
）。

・
女
性
が
活
躍
で
き
る
と
利
益
率
は

高
く
、
両
立
支
援
が
あ
れ
ば
更

に
高
ま
る

・
役
員
に
女
性
が
い
る
企
業
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
い
傾
向
に
あ
る

・
経
営
幹
部
に
お
け
る
女
性
割
合
が

高
い
企
業
の
株
価
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
高
い

　

多
く
の
投
資
家
が
、
女
性
活
躍
の

推
進
が
長
期
的
に
企
業
の
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
認
識
を
も
っ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
金

融
庁
は
二
〇
二
一
年
に
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
を
改
訂

し
、
役
員
の
多
様
性
に
関
す
る
内
容

と
実
施
状
況
の
情
報
開
示
を
求
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
株
式
市
場
に

お
い
て
は
、
す
で
に
女
性
の
活
躍
に

関
す
る
情
報
は
、
企
業
価
値
を
測
る

一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

労
働
力
の
確
保

　

日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は
一
九
九

五
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

二
〇
五
〇
年
に
は
五
二
七
五
万
人

（
二
〇
二
一
年
か
ら
二
九
・
二
％
減
）

に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

（
注
２
）。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
い
、
将
来
的
に
労
働
力
人
口
が
減

少
す
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
な
か

で
、
人
員
不
足
と
い
う
重
要
な
経
営

課
題
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
、
ま
だ
活
か
さ
れ
て
い
な

い
多
様
な
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
は
、
労
働

女性活躍推進の本来の意味

女性に焦点を当てることで、「組織の中には多く

の女性がいるのに、なぜかマイノリティ（少数派）

になっている」という現状に疑問をもち、女性を

押さえつけている＂何か＂を取り除く

ことで、男性も女性も平等・公平に働

ける組織を目指そう、というもの。

Check! 女
性
活
躍
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
結
果
が
出
な

い
Ｊ
Ａ

　

し
か
し
、
女
性
活
躍
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
女

性
活
躍
が
進
ま
な
い
Ｊ
Ａ
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
管
理
職
比
率
を

高
め
よ
う
と
女
性
を
管
理
職
に
昇
進

さ
せ
た
が
、
女
性
側
が
乗
り
気
で
は

な
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
落
と
し

て
い
た
り
、
降
職
を
願
い
出
た
り
し

て
い
る
等
、
お
悩
み
の
Ｊ
Ａ
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
は

　

皆
さ
ん
の
組
織
で
「
生
産
性
を
高

め
た
い
」「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た

い
」「
職
員
に
も
っ
と
イ
キ
イ
キ
働

い
て
ほ
し
い
」「
採
用
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
る
」「
こ
の
ま
ま
で
は

将
来
が
心
配
だ
」
と
い
っ
た
声
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

解
決
の
ヒ
ン
ト
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
「
多

様
性
」
と
訳
さ
れ
、「
働
く
人
の
多

様
性
を
活
か
し
、
組
織
を
成
長
さ
せ

る
た
め
の
取
組
み
」
が
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
か
ら
で
す
。

　

働
く
人
の
多
様
性
と
は
、
本
来
は

知
識
・
経
験
・
能
力
・
着
眼
点
な
ど

内
面
の
多
様
性
を
指
し
ま
す
が
、
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
性
別
・
年
齢
・
国

籍
・
障
が
い
の
有
無
な
ど
属
性
（
外

面
）
に
目
を
向
け
、
中
で
も
、
女
性

は
、
元
々
組
織
に
一
定
数
い
る
の

で
、
第
一
歩
と
し
て
女
性
の
活
躍
か

ら
始
め
よ
う
と
の
動
き
が
あ
り
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
女

性
活
躍
推
進
は
同
義
で
語
ら
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

平
た
く
言
え
ば
、
職
場
の
女
性
は

十
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
て
い
ま
す

か
？　

ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
口
に
出

せ
て
い
ま
す
か
？　

で
き
て
い
な
い

な
ら｢

も
っ
た
い
な
い｣

で
す
よ

ね
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
外
の
動
き

　

海
外
で
は
、
大
統
領
や
首
相
な
ど

国
の
要
職
、
社
長
や
役
員
と
い
っ
た

企
業
の
幹
部
に
女
性
が
就
く
こ
と
は

珍
し
く
な
く
（
注
１
）、
活
躍
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
の
格
差
を
示
す
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
が
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
毎
年
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
数
は
、
経

済
・
教
育
・
健
康
・
政
治
の
四
分
野

で
、
男
性
と
女
性
の
格
差
が
な
け
れ

ば
順
位
が
良
い
と
い
う
指
数
で
す

が
、
世
界
一
四
六
ヵ
国
の
中
で
日
本

は
何
位
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
二
三
年
Ｇ
７
議
長
国
の
日
本

で
す
。
上
位
に
入
っ
て
い
て
ほ
し
い

と
期
待
し
ま
す
が
、
結
果
は
一
二
五

位
（
二
〇
二
三
年
六
月
発
表
値
）。

②
多
様
性
が
組
織
の
成
長
を
築
く
　

②
多
様
性
が
組
織
の
成
長
を
築
く
　  

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

株式会社Woomax
執行役員　青柳 未央

大学院修了後、システムエン
ジニアを経て人材育成研修の
講師として独立。その後
Woomax へ参画し、ダイバー
シティ推進プログラム等、
ニーズに合わせた研修プログ
ラムの企画開発と講師として
活動中。

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

特
集
特
集

Ｊ
Ａ
の

Ｊ
Ａ
の
女
性
活
躍
推
進

女
性
活
躍
推
進

昨
今
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
概
念
よ
り
も
広
義
な
「
多
様
性
」
に
注
目
し
た
人
材
の
あ
り
方
が
意
識
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
海
外
で
発
展
し
て
い
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
目
を
向
け
、
組
織
に

お
い
て
女
性
活
躍
推
進
を
高
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
す
る
。
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下
位
に
甘
ん
じ
る
要
因
は
「
国
会

議
員
や
閣
僚
に
女
性
が
い
な
い
」

「
企
業
の
役
員
や
管
理
職
に
女
性
が

い
な
い
」
た
め
で
す
。

　

こ
の
指
数
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
ず
っ

と
下
位
で
低
迷
し
て
お
り
、
二
〇
一

二
年
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ラ
ガ
ル
ド
専
務

理
事
が
来
日
し
、「
女
性
活
躍
が
日

本
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
」
と
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
一
三
年
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
「
成
長
戦
略
の
要
は
女
性
活
躍
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
海
外
か
ら
も
国

内
で
も
圧
力
が
か
か
る
な
か
、
一
〇

年
対
策
を
続
け
て
も
抜
け
出
せ
な
い

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
は
外
国
、
日
本
は
日
本
で
独

自
の
道
を
歩
め
ば
よ
い
と
い
う
考
え

も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
は
低
迷
し
、

閉
塞
感
の
あ
る
現
在
、
海
外
の
活
気

の
源
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
見
習
わ
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
政
策
を

み
て
み
る
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、

上
場
企
業
の
取
締
役
は
少
な
く
と
も

四
〇
％
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
（
ク
ォ
ー
タ
制
度
）、
フ

ラ
ン
ス
で
は
男
性
の
育
休
取
得
を
推

奨
（
少
な
く
と
も
七
日
間
の
取
得
は

義
務
化
）、
ル
ワ
ン
ダ
で
は
憲
法
で

議
会
定
員
の
三
〇
％
が
女
性
枠
で
、

実
際
に
は
約
六
〇
％
が
女
性
議
員
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
男
女
共
同
参
画
局
「
諸
外
国
に

お
け
る
企
業
役
員
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
」（
令
和
四
年
四
月
二
一
日
）

国
内
で
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

海
外
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
発
展
し
て
い
る
と
聞
い
て

も
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
本
当
に
経
営
成
果
に
つ
な
が

る
の
か
？
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は

女
性
・
障
が
い
者
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な

ど
少
数
派
に
優
し
い
福
利
厚
生
の
一

環
で
は
な
い
の
か
？
」
と
の
声
も
ま

だ
ま
だ
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
は
次
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

⑴　

女
性
活
躍
が
経
営
成
果
に

つ
な
が
る

　
「
な
で
し
こ
銘
柄
（
女
性
活
躍
推

進
に
優
れ
た
上
場
企
業
）」
の
株
価

が
上
昇
し
て
い
る
例
に
加
え
、
女
性

活
躍
が
進
む
企
業
は
純
利
益
が
上
昇

し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
女
性
管
理
職
比
率
の
高

い
企
業
群
は
二
八
％
の
増
益
（
＋
）

を
達
成
し
て
お
り
、
一
方
で
女
性
管

理
職
比
率
の
低
い
企
業
群
は
四
三
％

の
減
益
（
－
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上

　

女
性
取
締
役
比
率
の
高
い
企
業

は
、
不
正
や
証
券
取
引
規
制
を
違
反

す
る
比
率
が
低
い
と
い
う
例
も
あ
り

ま
す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
導
入
は
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
を
強
化
し
、
透
明
性
や
倫
理

的
な
行
動
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る

と
い
え
ま
す
（
注
２
）。

　
「
で
も
、
そ
れ
っ
て
大
企
業
の
話

で
し
ょ
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、〝
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
〟
を

行
う
中
堅
・
中
小
企
業
は
、
そ
う
で

な
い
企
業
と
比
べ
て
経
営
成
果
が
よ

い
と
い
う
例
も
あ
り
、
次
頁
図
表
の

よ
う
に
様
々
な
指
標
で
結
果
が
見
ら

れ
ま
す
。

（
注
２
）
羽
生
祥
子
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ

ダイバーシティマネジメントとは？

働く人の多様性を活かし、組織を成長させるための取組

み。ここでいう「多様性」とは、本来は知識・経験・能

力・着眼点など内面のことを指すが、まずはステップと

して、性別・年齢・国籍・障がいの有無など、わかりや

すい属性（外面）に目を向けられている。�

そのなかでも……�

女性の活躍が第一歩として注目されている。

Check!
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支
店
経
営
に
活
き
る 

現
場
経
験

―
現
在
は
ど
ん
な
職
場
で
す
か
？

　

金
融
・
共
済
中
心
の
支
所
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
男
性
四
名
、
女
性
八

名
。
加
茂
名
支
所
は
二
年
目
で
、
支

所
長
は
二
ヵ
店
目
で
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

入
組
し
て
、
最
初
は
地
元
の
支
所

の
配
属
で
し
た
。
七
年
間
、
共
済
を

担
当
し
た
後
、
金
融
課
が
一
二
年
。

そ
の
間
、
産
休
を
二
回
取
り
ま
し
た
。

平
成
二
五
年
に
本
所
金
融
部
に
異
動

に
な
り
、
翌
年
、
本
所
の
金
融
推
進

事
務
課
長
で
す
。
そ
の
後
ま
た
支
所

に
異
動
し
て
、
初
め
て
支
所
長
を
拝

命
し
た
の
が
平
成
三
一
年
で
す
。

―
入
組
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
ど

ん
な
日
々
で
し
た
か
？

　

最
初
の
共
済
の
時
は
一
番
勉
強
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
人
で
一
人

窓
口
に
座
り
、
教
材
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
る
ま
で
読
み
込
ん
だ
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
が
今
、
役
に
立

っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
後
、
金
融
窓

口
を
担
当
し
な
が
ら
、
確
定
申
告
の

お
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
税
金
の
知

識
は
自
然
に
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
Ｆ
Ｐ
二
級
を
取
っ
た
の
も
そ

の
頃
で
す
。

―
本
所
に
異
動
後
の
業
務
は

　

主
に
、
事
務
指
導
の
担
当
で
す
。

そ
の
時
代
、
伝
票
の
綴
り
方
、
事
務

処
理
の
流
れ
な
ど
Ｊ
Ａ
内
の
規
程
は

あ
り
ま
し
た
が
、
支
所
独
自
の
ル
ー

ル
が
優
先
さ
れ
が
ち
で
し
た
。
そ
れ

を
統
一
す
る
べ
く
、
支
所
を
回
っ
た

り
。
席
に
い
る
と
き
は
も
う
、
毎
日

質
問
の
電
話
の
嵐
で
す
。
昼
休
憩
に

も
呼
び
出
さ
れ
、
電
話
し
て
い
る
間

③
輝
く
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

③
輝
く
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
る

特
集
特
集

Ｊ
Ａ
の

Ｊ
Ａ
の
女
性
活
躍
推
進

女
性
活
躍
推
進

農
協
は
農
家
が
作
っ
た
場
所
。
自
分
の
家
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
支
所
で
の
交
流
を
大
切
に
し
た
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
1

徳
島
市
農
業
協
同
組
合

加
茂
名
支
所 

支
所
長
　
滝た

き

本も
と 

千ち

春は
る

★

に
メ
モ
が
溜
ま
っ
て
い
く
。
支
所
の

事
務
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
取
り
ま
と
め

も
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
苦
し

い
思
い
も
し
ま
し
た
ね
。

―
現
場
経
験
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

両
方
が
必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね

　

聞
か
れ
た
ら
す
ぐ
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
一
度
わ

か
ら
な
い
と
答
え
て
し
ま
う
と
、
次

に
聞
い
て
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
支
所
間
で
話
し
合
わ
れ

て
し
ま
い
、
本
所
か
ら
の
発
信
で
統

一
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
し
ま

う
。
ミ
ス
も
指
摘
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。「
い
い
よ
、
気
に
し
な
い
で
」

と
つ
い
言
い
た
く
な
り
ま
す
が
、
信

用
事
業
に
は
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
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も
し
ま
す
。
税
金
の
話
が
で
き
る

と
、
関
係
が
深
く
な
り
や
す
い
で

す
。「
他
の
人
に
は
言
え
な
い
け
れ

ど
」
と
い
う
相
談
も
増
え
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
一
通
り
納
ま
っ
て

「
農
協
さ
ん
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
も

の
で
す
。
困
っ
た
と
き
に
ご
相
談
に

乗
れ
る
体
制
、
寄
り
添
う
存
在
で
あ

り
た
い
で
す
。

仕
事
へ
の
向
き
合
い
方

―
仕
事
以
外
は
ど
う
過
ご
し
て
い

ま
す
か
？

　

土
日
は
、
何
も
考
え
ず
に
ゆ
っ
た

り
過
ご
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
愛

犬
と
の
時
間
が
癒
し
で
す
。
仕
事
の

こ
と
は
家
族
に
は
あ
ま
り
話
さ
な
い

ほ
う
で
す
ね
。

―
管
理
職
を
任
さ
れ
て
、
苦
労
し

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
で
初
め

は
悩
み
ま
し
た
。
人
前
に
立
つ
こ
と

や
、
人
間
関
係
と
か
環
境
が
変
わ
る

こ
と
は
苦
手
な
ん
で
す
。
尊
敬
す
る

先
輩
が
い
て
、「
管
理
職
は
弱
音
を

吐
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
つ
も
励

ま
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
で
も
自

分
の
ス
タ
イ
ル
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
苦
し
い
時
に
苦
し

い
と
言
っ
て
、
周
り
の
人
と
共
感
し

合
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
苦
し
い
け
ど
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」

が
素
直
に
言
え
る
の
は
、
女
性
な
ら

で
は
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

次
の
世
代
に
つ
な
が
る 

職
場
の
環
境
づ
く
り

―
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
は

何
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

子
育
て
と
仕
事
の
両
方
を
し
て
き

た
経
験
か
ら
、「
あ
の
時
休
ん
で
あ

げ
た
ら
よ
か
っ
た
」
と
思
い
出
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
部
下
が
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
「
気
に
せ
ず
休
ん
で
」

と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
家
族
の
用
事
、
子
ど
も
の
病

気
、
諸
々
を
心
配
し
な
が
ら
仕
事
を

す
る
の
は
違
う
と
思
う
の
で
。
休
む

こ
と
で
誰
か
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
は
甘
え

て
、
次
の
世
代
が
同
じ
状
況
に
な
っ

た
時
、
同
じ
よ
う
に
甘
え
ら
れ
る
環

境
が
作
れ
た
ら
い
い
。「
休
み
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
時
に
は
、「
え
？
」
と

い
う
顔
は
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

―
今
後
、
ど
ん
な
支
所
で
あ
り
た

い
で
す
か
？

　

支
所
は
、
組
合
員
さ
ん
が
自
分
の

家
の
よ
う
に
思
っ
て
利
用
さ
れ
て
き

た
場
所
で
す
。
農
協
は
、
そ
も
そ
も

農
家
が
作
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
ず

っ
と
前
に
は
、
支
所
の
事
務
ス
ペ
ー

ス
に
入
っ
て
来
ら
れ
る
く
ら
い
だ
っ

た
の
が
、
今
は
も
う
当
然
に
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上

そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
と
お
喋
り

し
た
り
、
組
合
員
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は

　

部
下
に
対
し
て
は
、
話
を
聞
く
、

声
を
か
け
る
、
一
緒
に
取
り
組
む
と

い
う
の
が
自
分
の
カ
ラ
ー
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
苦
し
い
時
に
一
緒
に
頑

張
っ
て
く
れ
た
り
、
助
け
合
え
る
仲

間
が
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
い
ろ
ん
な
感
情
も
共
有
し
な
が

ら
、
み
ん
な
が
自
信
を
つ
け
て
仕
事

が
で
き
る
職
場
に
し
た
い
で
す
ね
。

�

（
聞
き
手　

松
倉
由
香
）

立
場
で
し
た
の
で
、
支
所
の
職
員
に

は
怖
い
と
思
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
き
っ
ぱ
り
言
わ
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
支
所
長
の
今
、
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

色
々
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
推
進

活
動
で
す
ね
。
特
に
投
資
信
託
と
融

資
が
課
題
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、

基
本
に
立
ち
返
っ
て
貯
金
と
共
済
は

大
切
な
商
品
で
す
。
組
合
員
さ
ん
と

の
距
離
が
縮
め
ら
れ
ま
す
か
ら
。
そ

う
す
れ
ば
、
自
然
と
相
手
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
ご
提
案
が
で
き
ま
す
。

私
も
一
緒
に
推
進
に
回
り
ま
す
よ
。

―
組
合
員
さ
ん
と
の
交
流
は
深
く

な
り
ま
す
ね

　

特
に
、
相
続
の
ご
相
談
は
、
支
所

長
と
し
て
お
受
け
し
ま
す
。
葬
儀
の

お
手
伝
い
、
税
金
関
係
の
お
手
伝
い

窓口担当時代。支所の後輩と。明
るい人柄で組合員さんにも人気
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